
◎基本情報

主

副

○ 対象 ● 対象外 ○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費

○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理

○ 直営　 ○ 一部委託 ● 全部委託　 ○ 補助助成　 ○ その他

◎事業費

計（事業費＋人件費） 12,539 28,156 11,257 24,962

事業費

の内訳

令和3年度決算

健診委託費：８，１３０千円
その他：１，６８７円

令和4年度予算

健診委託費：１４，１９２千円
その他：９，３３０円

人工 0.2 0.2 0.2 0.2

人件費 1,440 1,440 1,440 1,440

事業費 11,099 26,716 9,817 23,522

うち特定財源 28,477 29,945 20,578 27,416

（単位：千円）

令和2年度決算 令和3年度予算 令和3年度決算 令和4年度予算

0 年度

関連法令・条例・
要綱等

高齢者の医療の確保に関する法律第125条第１項、北海道後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条
例第３条第１項、北海道後期高齢者医療広域連合高齢者保健事業実施要綱

他都市の状況

札幌市に隣接する石狩市においても平成28年から実施している。小樽市、恵庭市においても実施している。旭川
市、江別市、千歳市においても令和3年度より開始予定。

実施結果

平成３０年１０月から事業開始。
令和３年度から歯科健診受診券兼案内を後期高齢者健診のご案内に同封。

事業実施における
工夫点

広域連合から受託し、歯科健診事業を（一社）札幌歯科医師会へ委託して実施する

対象者 受診日において北海道後期高齢者医療の被保険者 開始 平成30 年度 終了

事業の性質

事
業
内
容

実施形態

目的

短期

歯・歯肉の状態や口腔内の衛生状態に問題がある高齢者や、口腔機能の低下の恐れがある高齢者をスクリーニ
ングし、詳しい検査や治療等につなげることを目的としている。

長期

歯科健診を実施することにより口腔機能の低下や誤嚥性肺炎等の疾病の予防を図り、後期高齢者の健康の保持
増進に寄与することを目的としている。

取組内容

①北海道後期高齢者医療広域連合（以下、広域連合という）から受託した歯科健診事業を、（一社）札幌歯科医師
会へ委託実施する
②事務費（健診票等作成費・受診券作成費・事務委託費）
③受診券の発送(保健医療部へ予算委託)
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◎検証（振り返り）

□ 企画 □ 実施 □ 評価 ■ 対象外 □ 回答 □ 反映

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

千
円

● A ○ B ○ C ○ 評価省略対象事業・前年度実施なし

○ 改善 ● 現状維持 ○ 休止・廃止

○ 拡充 ● 現状維持 ○ 縮小 ○ その他

千
円

今回の評価

評価の理由
北海道後期高齢者医療広域連合高齢者保健事業実施要綱に基づいて実施。

次年度の
取組の
方向性・
改善内容

事業
内容

むし歯や歯周病の検査だけではなく、嚥下機能等を含む口腔機能の検査も行える事を受診券にて周知す
る。

予算
引き続き、歯科健診受診券を後期高齢者健診のご案内に同封する。

見直し効果額 0

前回の評価

今年度取り組んだ
見直し内容

新型コロナウイルス感染症の影響により受診控えがある中で感染予
防対策を取りながら健診事業を継続した。健診対象者へ受診券を個
別送付。

見直し効果額
（前年度）

0

市民参加の実施 市民参加結果への対応

今後の改善点

北海道後期高齢者医療広域連合高齢者保健事業実施要綱に基づいて実施。

事業の実施手法
（事業の効率性、

実施主体は適切か）
A

同上

対象者の満足度
（対象者のニーズ
に応えているか）

A

同上

事業の成果
（目的をどの程度
達成できたか）

A

広域連合からの受託事業

事業規模
（事業ボリューム

は適切か）
A

同上

項目 判定 理由

成果指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

成果指標１

指標名 指標化困難

令和2年度実績 令和3年度目標 令和3年度実績 令和4年度目標

活動指標２

指標名

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定

活動指標１

指標名 指標化困難

令和2年度実績 令和3年度予定 令和3年度実績 令和4年度予定


